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: a time series of imaging data for a pixel
( , )v i j : a pre-defined reference function (LFP)
OGB1データ全体を用いて遅延相互相関解析で検出した
Glycine抑制性ニューロンをレーザー光で焼却















Blue:    Glycine抑制性ニューロン
Red:     GABA抑制性ニューロン
Purple:両方の性質をもつ抑制性ニューロン
Green:  興奮性ニューロン(推定)
ニューロン間の因果性の実験的検証
Glycine抑制
性ニューロン
興奮性ニューロン(推定)
焼却前
6番目に引き続き、
4番目のニューロン
を焼却すると1番目
のニューロンの活
動が停止
ニューロンの活動の規則性、不規則性
呼吸バースト毎に遅延相互相関解析を適用し活性化するニューロンを検出
①
⑦
③
④
⑤
⑥
②
有意水準を満たしたバースト
回数の比率 p<0.01
(Bonferroni補正前)
各バースト毎に有意
水準を満たした細胞
の比率
各バーストにおけるLFPの振幅
水色: Glycine抑制性ニューロン
黄色: GABA抑制性ニューロン
赤色: Gly/GABA抑制性ニューロン
緑色: その他の活動性の細胞
(興奮性ニューロンなど)
焼却後
グレンジャーの因果性解析
吸息性バースト間隔 約0.1Hz
において4番目から1番目の
ニューロンへの寄与
今後の課題
相互相関解析において、イメージングデータ全体を使った場合とバースト毎に行った場合
で検出されるニューロンが異なる理由を考察する。
活性化するニューロンの種類、数の変動と呼吸バーストの振幅変化を定量化する。
抑制性ニューロンの活動をブロックする(ストリキニンの添加)薬理学的な方法でニューロ
ン間の相関/因果性を調べる。さらに、その結果を時系列解析的に定量化する。
